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　わくわく広場では、入園前（満１歳以上）の子ども

と保護者の方を対象に、親子で身体を動かしたり、遊

びをとおして楽しい時間を過ごせることをねらいに、

年間を通じて開催しています。

　また、保護者同士が子育ての情報交換をするなど

「交流の場」にもなっています。

　５月の開催日は９日（月）です。参加者を随時募集

していますので、お気軽にご参加ください。

◆開催日　毎月 第２月曜日 10：00～11：30

　　　　　（休日等で変更になる場合もあります）

◆対　象　入園前（満１歳以上）の子どもと保護者

◆参加費　無料

◆内　容　親子で楽しむ体操、おはなし、季節に　　

　　　　　あわせた工作ほか

◆講　師　石郷岡順子さん、村上美保子さん、

　　　　　浅野厚子さん

◆問合せ先　中央公民館（☎６２－１１３０）

母と子のわくわく広場
～親子で楽しいひとときを～

　
向
山
銀
山
の
大
山
師（
鉱
脈
を
発
見
し
、鉱

山
を
経
営
・
支
配
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し
す

る
人
）で
あ
っ
た
青
山
清
左
衛
門
が
、
享
保
14

(

１
７
２
９)

年
に
一
族
の
無
く
な
っ
た
先
祖

の
供
養
の
た
め
、
京
都
三
条
の
釜
座
鋳
師
、
和

田
信
濃
大
掾
藤
原
国
次
に
青
銅
の
大
仏
を
造

ら
せ
、
善
導
寺
へ
寄
付
し
た
も
の
で
す
。通
称
、

唐
金
露
座
仏
と
言
わ
れ
、
身
長
は
６
尺
く
ら

い
。
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郡
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仁
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銀
山
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施
主
　
青
山
清
左
衛
門
　

台
座
の
外
周
に
一
族
87
名
の
戒
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
青
山
清
左
衛
門
は
近
江
国

(

現
在
の
滋
賀

県)

の
商
人
で
、
承
応
元(

１
６
５
２)

年
向

山
銀
山
に
来
て
、
鉱
山
の
請
負
や
企
業
者
と

し
て
活
躍
。巨
万
の
富
を
築
き
、
寺
や
神
社
に

多
く
の
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。善
導
寺
に
梵

鐘
も
寄
付
。（
砥
沢(

向
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銀
山
を
開
山
し

た
。）
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仁
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鹿
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齋
藤
氏
資
料 

ほ
か

　
市
指
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「
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念
寺
山
門
」
の
改
修
工

事
が
、
平
成
22
年
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７
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終
了
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、
完
成
祝

い
の
法
要
を
10
月
30
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　<

改
修
工
事
の
内
容>

・
屋
根
及
び
軒
下
（
虹
梁
よ
り
上
）
は
現
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の

ま
ま

・
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目
板
部
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を
変
更(

ヒ
バ
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・
板
塀
の
設
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全
塗
装
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、
大
阪
落
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阿

仁
へ
落
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野
庄
左
衛
門
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念

仏
請
中
の
寄
進
に
よ
っ
て
元
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(

１
６
９
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年
建
立
さ
れ
、
京
都
知
恩
院
の
山
門(

国

宝)

の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。専
念
寺
の
定
紋

は
「
五
本
骨
違
い
輪
の
定
紋
」
で
、
秋
田
藩
主

佐
竹
家
よ
り
い
た
だ
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
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介
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／
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形
文
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彫
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○「
青
銅
製
大
仏
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所
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管
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者
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原
至
功
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専
念
寺
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」

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自
分

の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
、
特
技
な
ど

を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
た
り
、

特
技
が
な
く
て
も
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
っ
た
支
援

活
動
で
す
。

　
例
え
ば
、

▼
学
校
農
園
や
花
壇
の
作
業
の
手
伝
い

▼
ミ
シ
ン
や
裁
縫
の
手
伝
い

▼
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
す
る

▼
児
童
と
一
緒
に
清
掃
活
動
を
す
る

▼
昔
遊
び
の
指
導

▼
読
み
聞
か
せ
　
　
ほ
か
多
数
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
す
こ
や
か
に
育
ち
、
学

校
も
地
域
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
、
み

な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
力
を
、
ぜ
ひ
北
秋

田
市
の
子
ど
も
た
ち
に
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
は
、中
央
公
民
館
ほ
か
、各
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
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！

　「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の

構
成
資
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
伊
勢
堂
岱
遺
跡

で
、
今
年
度
の
一
般
公
開
が
５
月
１
日
よ
り

始
ま
り
ま
す
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
国
内
で
も
類
例
が
な

い
４
つ
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
が
見
つ

か
っ
た
遺
跡
で
平
成
13
年
１
月
に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
学
者
は
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
登
録

以
降
増
え
、
県
内
外
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
が

訪
れ
て
お
り
、
北
東
北
の
遺
跡
群
と
と
も
に

見
学
コ
ー
ス
に
な
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
休
日
は｢

伊
勢
堂
岱

遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
方
々
が
ガ

イ
ド
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
23
名
の

方
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
広
く
新
規
会

員
を
募
集
中
で
す
。ガ
イ
ド
の
ほ
か
、
伊
勢

堂
岱
遺
跡
や
縄
文
時
代
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
活
動
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
な
お
、
団
体
の
ガ
イ
ド
申
し
込
み
は
、
生

涯
学
習
課
文
化
班
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
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岱
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　サケ放流事業「カムバック・サーモン」が４月 17日、

同遺跡近くを流れる湯車川で行われ、市民ら約 70人

が参加し、サケの稚魚約 2万匹を放流しました。

　この事業は、サケの放流をとおして湯車川をサケ

が遡上する川として環境保護を図り、遺跡周辺を「カ

ムバック・サーモン」の中心地となるよう目指すと

ともに、同遺跡の世界遺産登録推進に重要な周辺環

境の保全を目的に行われたものです。

　放流では、参加者がサケの稚魚の入ったバケツを

持って川岸に並び、「大きくなって帰ってくるんだ

よ」「元気に戻ってきてね」などと声をかけながら、や

さしく放流していました。

カムバック・サーモン
～ 伊勢堂岱遺跡世界遺産登録推進サケ放流事業 ～

県有形文化財に指定
～市内出土土偶の２点～

　３月 22日、県内出土の土偶 10点とともに、北秋田

市内で出土した縄文時代の土偶２点が新たに県有形

文化財 ( 考古資料 ) に指定されました。

　指定されたのは、国指定史跡伊勢堂岱遺跡出土の

土偶および高森岱遺跡出土の土偶それぞれ１点です。

　伊勢堂岱遺跡のものは、遺跡のシンボルマークで

もお馴染みの板状土偶で、数多く出土した土偶のな

かで唯一完全な形に復元できたものです。

　高森岱遺跡のものは、亀ヶ岡文化に特徴的な遮光

器土偶で、高さ 35㎝あまりとかなり大型のものです。

　どちらも、昨年秋に本市文化会館で開催された

「秋田の土偶」展（県教育委員会主催）で展示され、注

目を集めました。

　この他、県指定有形文化財（考古資料）には、魚形文

刻石（阿仁根子）、白坂遺跡出土品（浦田）があります。

遮
光
器
土
偶

板
状
土
偶


